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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

    

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結
累計期間

第54期

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成24年
９月30日

売上高（千円） 1,548,5831,488,3776,902,662

経常利益又は経常損失（△）（千円） 40,831 △40,130 41,449

四半期（当期）純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
43,876 △24,988 47,411

四半期包括利益又は包括利益（千円） 41,647 △10,524 40,270

純資産額（千円） 5,921,4295,871,5725,920,052

総資産額（千円） 10,080,9409,850,3389,777,216

１株当たり四半期（当期）純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）（円）
5.78 △3.29 6.24

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 58.7 59.6 60.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

　　　　　　せん。

　　　　　

　

２【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（コーアツ工業株式会社）、子会社２社により構成されてお

り、建設事業、コンクリート製品事業、不動産賃貸事業を主たる業務としております。

当第１四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更は、概ね次のとおりであります。　

<建設事業>

主な事業内容の変更はありません。

<コンクリート製品事業>

主な事業内容の変更はありません。

<不動産賃貸事業>

主な事業内容の変更はありません。

<その他>

主な事業内容の変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　  

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興関連需要等により緩やかな景気回復持

ち直しの動きが見られましたが、欧州債務危機や中国での内外景気鈍化など先行き不透明な状況が続いておりま

す。

　建設業界におきましては、東日本大震災の復興関連事業、後半にかけて発生したインフラ補修整備への緊急課題等

はみられるものの、公共事業予算は依然として低水準で推移しております。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は当期経営基本方針として「全社員一丸となっ

て、受注体制や施工体制、管理体制を再構築して収益性を高め、企業価値の向上を図る。」を掲げ、鋭意努力してまい

りましたが、当第１四半期連結累計期間の売上高は、14億88百万円と前年同四半期に比し60百万円（3.9％減）減少

となりました。経常損益、四半期損益は完成工事高の減少により経常損失40百万円（前年同四半期は経常利益40百

万円）、四半期純損失24百万円（前年同四半期は四半期純利益43百万円）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。　　　

ａ.建設事業　

　当第１四半期連結累計期間における建設事業の完成工事高は、11億80百万円（前年同四半期比7.5%減）となり

ました。主な完成工事は、鹿児島県　道路整備（交付金）工事（重久２３－１工区）２億８百万円(うち当連結累

計期間完成工事高24百万円)、千葉県　圏央道大和田第１・第２跨道橋工事 94百万円(うち当連結累計期間完成

工事高38百万円)等であります。完成工事高の減少により営業利益は37百万円（前年同四半期比66.7%減）とな

りました。　　 

ｂ.コンクリート製品事業

　当第１四半期連結累計期間におけるコンクリート製品事業の売上高は、２億66百万円（前年同四半期比13.8%

増）となりました。仕入商品売上高の増加に伴う売上原価率の上昇により営業損失は１百万円（前年同四半期

は営業利益10百万円）となりました。

c.不動産賃貸事業

　当第１四半期連結累計期間における不動産賃貸事業の売上高は、23百万円（前年同四半期比24.6%減）となり

ました。売上高の減少により営業利益は７百万円（前年同四半期比45.3%減）となりました。

　

（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は98億50百万円で、前連結会計年度末に比し73百万円増加しました。

主な要因は現金預金が３億13百万円減少した一方、受取手形・完成工事未収入金等が２億47百万円、未成工事支出

金が１億６百万円増加したことによるものであります。 

　負債は39億78百万円で、前連結会計年度末に比し１億21百万円増加しました。主な要因は長期借入金が67百万円、

未成工事受入金が24百万円減少した一方、支払手形・工事未払金等が１億18百万円増加したことによるものであり

ます。　

　純資産は58億71百万円で、前連結会計年度末に比し48百万円減少しました。主な要因は利益剰余金の減少額62百万

円によるものであります。   
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,400,000

計 30,400,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,600,000 7,600,000

大阪証券取引所

（市場第二部）

福岡証券取引所

単元株式数　

1,000株　

計 7,600,000 7,600,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 7,600,000 － 1,319,000 － 1,278,500

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　10,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　7,575,000 7,575 －

単元未満株式 普通株式　　 　15,000 － －

発行済株式総数 7,600,000 － －

総株主の議決権 － 7,575 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式90株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

コーアツ工業株式

会社

鹿児島市伊敷

５丁目17-5
10,000 － 10,000 0.13

計 － 10,000 － 10,000 0.13
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 736,078 423,049

受取手形・完成工事未収入金等 1,215,607 1,463,202

販売用不動産 96,079 96,079

未成工事支出金 262,425 369,108

商品及び製品 134,904 139,389

仕掛品 3,029 2,836

材料貯蔵品 25,668 19,469

その他 151,791 214,454

貸倒引当金 △3,058 △6,349

流動資産合計 2,622,527 2,721,240

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,262,740 1,248,790

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 228,821 230,654

土地 4,316,018 4,286,018

建設仮勘定 22,802 23,267

有形固定資産合計 5,830,383 5,788,730

無形固定資産 37,512 36,592

投資その他の資産

投資有価証券 953,045 975,434

その他 599,894 593,067

貸倒引当金 △266,147 △264,726

投資その他の資産合計 1,286,793 1,303,775

固定資産合計 7,154,689 7,129,098

資産合計 9,777,216 9,850,338
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 1,349,023 1,467,595

短期借入金 349,184 619,184

未払法人税等 23,612 6,111

未成工事受入金 427,849 403,795

完成工事補償引当金 3,000 4,300

工事損失引当金 20,960 19,136

賞与引当金 23,130 11,952

その他 571,592 418,886

流動負債合計 2,768,354 2,950,962

固定負債

長期借入金 1,032,301 965,005

その他 56,508 62,797

固定負債合計 1,088,809 1,027,802

負債合計 3,857,164 3,978,765

純資産の部

株主資本

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 3,315,824 3,252,881

自己株式 △3,243 △3,243

株主資本合計 5,910,081 5,847,138

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,971 24,434

その他の包括利益累計額合計 9,971 24,434

純資産合計 5,920,052 5,871,572

負債純資産合計 9,777,216 9,850,338
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 1,548,583 1,488,377

売上原価 1,323,455 1,344,755

売上総利益 225,127 143,621

販売費及び一般管理費 186,070 185,630

営業利益又は営業損失（△） 39,057 △42,008

営業外収益

受取利息 30 27

受取配当金 1,868 2,042

受取賃貸料 2,210 2,453

助成金収入 4,891 3,970

その他 2,159 2,259

営業外収益合計 11,160 10,752

営業外費用

支払利息 7,937 6,434

その他 1,449 2,439

営業外費用合計 9,386 8,874

経常利益又は経常損失（△） 40,831 △40,130

特別利益

固定資産売却益 － 18,645

特別利益合計 － 18,645

特別損失

固定資産除却損 160 218

特別損失合計 160 218

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

40,671 △21,703

法人税、住民税及び事業税 4,693 4,901

法人税等調整額 △7,898 △1,616

法人税等合計 △3,204 3,285

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

43,876 △24,988

四半期純利益又は四半期純損失（△） 43,876 △24,988
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

43,876 △24,988

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,229 14,463

その他の包括利益合計 △2,229 14,463

四半期包括利益 41,647 △10,524

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 41,647 △10,524

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年10月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、この変更に伴う影響額は軽微であります。

 

 

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

売上高の季節的変動

前第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）　

　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第２四半期連結

会計期間に集中しているため、第２四半期連結会計期間に多く計上される季節的変動要因がありますが、工事進行

基準適用工事の増加に伴い、工事進行基準に基づく売上高が工事の進捗度に応じて分散して計上される割合が高

まっているため、季節的変動は軽減される傾向にあります。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 51,822千円 48,427千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　生
　日

配当の原資 　

平成23年12月22日

定時株主総会
普通株式 37,949 5.0

平成23年　

９月30日

平成23年

12月26日

利益剰余金

　
　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日
効力発　生
　日

配当の原資 　

平成24年12月21日

定時株主総会
普通株式 37,949 5.0

平成24年

９月30日

平成24年

12月25日

利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年10月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 　

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３　

建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産賃貸
事業　

計

その他
（注）１

　

売上高   　     

外部顧客への売上高 1,276,484233,89831,1061,541,4887,095 － 1,548,583
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 327 327 1,352△1,680 －

計 1,276,484233,89831,4341,541,8168,448△1,680 1,548,583

セグメント利益又は損

失（△）
111,45010,31113,791135,553△804△95,691 39,057

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業を含んでおります。

2.セグメント利益調整額△95,691千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。　

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　

　該当事項はありません。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　

　
　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年10月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント 　

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額
（注）３　

建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産賃貸
事業　

計

その他
（注）１

　

売上高   　     

外部顧客への売上高 1,180,566266,17123,4521,470,19118,186 － 1,488,377
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 39,644 327 39,972 998△40,971 －

計 1,180,566305,81623,7801,510,16319,184△40,9711,488,377

セグメント利益又は損

失（△）
37,140△1,250 7,54043,4302,419△87,858 △42,008

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおります。

2.セグメント利益調整額△87,858千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。　
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　

　該当事項はありません。　 

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
5円78銭 △3円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
43,876 △24,988

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
43,876 △24,988

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,589 7,589

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月14日

コーアツ工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　政治　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 竹之内 髙司 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーアツ工業株式

会社の平成24年10月１日から平成25年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーアツ工業株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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